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批
評
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紹
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：

-

版

す

，
る
t

と

に

決

定

し

著

書

の

選

擇

及

•び

飜

譯

の

監

督
 

の
爲
委
員
を
選
定
せ
シ
而
し
て
旣
に
決
定
し
把
る
著
書 

«

#
佛
獨
の
.斯
學
に
關
す
る
名
著
に
し
て
未
決
.の
分
を 

.
冶
せ
て
都
合
十
二
册
を『

近
世
法
律
哲
理
叢
書』

.と
し
て 

ボ
ス
ト
.\

書
籍
會
社
ょ

ヶ
順
次
出
版
す
る

由

な

ヶ

批
評
と
織
介

•

«

 ̂
^

權
刺
質
論

サ
ぜ
9
、
八
馆
四
十
西
年
九
月
蒐
京
巖
松
堂
出
版

\

本

書

は

現

に

慶

應

義

藝

大

學

部

に

て

民

法

の

講

座

を

檐

 

當
せ
る

神

戶

氏

の

新

著

に

し

て

、

鍵

に

權

利

質

の

，總

論

 

の
意
味
に
て
、
法
學
協
會
雜
誌
に
揭
載
せ
ら

れ

允

る

 

論

文

を

修
補
し
、
侮

ほ

新

に

轉

質

の

項

目

を

加

へ

て

出

 

版

し

^

る

名

の

な

6

と

云

ふ

、

之

を

ニ

章

に

分

ち

、

第

 

一
章
に

<

權

利

質

の

總

論

を

試

み

、

更

に

之

を

三

節

に

 

細
分
しy

第

一

に

權

1̂
;

と

物
上

質

と

の

區

別

を

明

に

k

l

し
、
第
一
9

て
權
利
質
の
本
質
を
說
明
し
て
、
權
利
物 

■
體
主
義
と
讓
渡
主
義
と
を
區
別
し

' 

讓
渡
主
義
を
排
;K 

し
て
權
利
物
體
主
義
を
採
A
s、
進
ん
で
權
利
物
體
主
義 

I

.
と
日
獨
民
法
と
を
對
照
評
論
し
允
6

、
第
三
に
て
權
利 

質
の
法
律
上
の
性
質
を
論
匕
、
各
種
の
學
說
を
述
べ
、
 

獨
逸
民
法
の
立
法
政
策
と
我
民
法
の
規
定
と
を
說
き
、
 

雛
利
質
權
は
物
權
に
名
'非
卞
、
債
權
に
名
非
少
* 

j

種 

\

將
別
の
權
利
に
し
て
、
我
國
法
上
そ
の
目
的
の
必
要
な 

I

る
範
圍
に
於
て
、
之
に
物
權
性
を
附
與
し
杧
る
名
の
に 

\

外
な
ら
次
る
次
第
を
論
斷
し
允
6

、
次
に
第1

1

章
に
て 

一
轉
質
を
諭
ヒ
、
細
輪
心
て
承
諾
瞥
貝
、
.
通
知
轉
質
、
責 

\

任
轉
質
及
ぴ
轉
質
の
法
律
上
の
性
質
を
順
次
說
明
し
、

一
©
$
を
述
ベ
、
立
双
㈣

を
揭
げ
、
學
說
を
評
し
、
■
日
®
 

民
法
の
規
定
を
比
較
論
評
す
る
等
轉
質
の
法
理
を
說
て 

遺
憾
な
し
と
云
ふ
可
し
、
僅
に
百
頁
餘
に
過
ぎf

o

る一 

一
小
册
子
な
れ
ど
.

民
法
上
最
名
至
難
の
問
題
を
明
瞭 

に
論
述
し
女
る
著
者
の
手
腕
は
之
を
認
め
次
る
可
於
ら 

支
、
評
者
は
敢V

此
書
を
我
國
の
民
法
碑
究
者
に
蔴
o

207

る
i

同
赌
に
著
者
神
戸
氏
於j

日
？
阜
く
民
法
全
部
に 

亘
る
大
著
を
公
に
せ
ら
れ
んl

O

と
を
希
望
す
る
名
の
な 

6

0
 (

.
板
倉
卓
造)

P

S
 

H本の經濟

大
判
七
百
十
八
茛
.四十
四
年
八
月
傅
文
館
發
行 

-

{疋
價1

阅
五
十
錢

本
書
は
我
國
屈
指
の
經
濟
學
者
に
じ
て
且
つ
達
筆
家 

f
cス
'
 

著
者
於
過
*
數
年
間
に
於
て
發
表
し
杧
る
主
と
し 

て
我
&
の
經
濟
問
題
に
關
す
る
論
文
及
び
講
溃
の
犖
記 

を
編
纂
さ
れ
女
る
ぢ
の
な
ろ
。
全
書
を
.分
ち
て
四
部
と 

な
し
、第

一

部
は
總
說
、第〗

一

部
は
農H

商
業
、
第
三
部 

タ
廳
質
县
、
.第
四
谢
は
金
融
貨
幣
.及

企

業

を

論

^

。

第
 

1

部
總
說
にV

:

著
者
は
我
國
と
歐
米
と
の
間
.の
經
濟
狀 

態
の
相
異
2:
-
詳
論
し
、■
彼
の
横
倣
の
み
に
依
6

て
..我

經
 

濟
的
を
企
圖
す
る
の
無
謀
な
る
を
指
摘
し
、
彼
我 

批
靜
I

.
紹

介

,
習
慣
の
根
本
的
懸
隔
を
說
く
こ
i

極
め
て
適
切
な
6

、
 

第
二
部
は
農
工
商
業
と
題
す
と
雖
ぢ
其
精
粗
の
程
度
一 

一
な
ら
^

。
第
二
部
の
頁
數
は
三
百
六
十
頁
な
る
於
、
其 

中
三
十
頁
は
農
業
を
論
匕
、
殘
6

の
三
百
三
十
頁
は
之 

を
商
業
政
策
論
に
充
て
杧
6

。
工
業
論
に
至
6

て
は
餘 

6

多
く
の
注
意
を
受
け
^

6

し
が
如
し
。
然
れ
ど
^P、

|

此
部
は
全
書
中
最
$
»
新
の
觀
察
と
硏
究
の
結
果
を
含 

み
届
る
な
ら
ん
。
農
業
を
論
梦
る
に
當
-
C
N<
著
者
は
我 

國
の
經
濟
め
根
本
は
農
業
に
在
る
《
農
業
は
猶幼稚

な 

6

と

論

し

、

其

理

由

は

農

.民

の

因

循

姑

息

に

在

ろ

と

說
 

き
、
農
民
保
護
の
1

策
と
目
^
れ
届
る
米
縠
輸
入
税
は 

農
民
を
し
て
依
賴
心
を
生
せ
し
む
る
の
み
に
て
無
形
の 

弊
害
多
し
i

緒
論
せ
ら
れ
*

6

。
著
若
は
進
ん
で
園
藝 

\

の
獎
勵
を
諭
匕
、
轉
ヒ
て
商
業
政
策
論
に
移
气
取
引 

|

所
の
弊
害
を
除
去
す
る
に
は
取
引
所
の
役
員
の
人
選
と 

.

同
業
者
の
相
互
監
督
に
意
を
用
ゐ
る
を
以
て
最
上
策
と 

' 

/ノ
と
主
張
し
、
轉
寶
、.
買
戾
に
名
課
稅
す
る
代
6

に
一 

般
の
税
率
を
低
減
す
べ
し
と
提
言
し
、
進
ん
で
直
取
引

.

五
i


